
21 年 7 月

日間

投与順 ﾙｰﾄ・方法 1 2 3 4 5 6 7 8
主ルート 1 本 / body ●

点滴静注 1 本 / body 分 ●

2 本 / body ●

主ルート 1 本 / body ● ●

60 mg / kg 時間 ● ●

/

側管 1 本 / kg ● ●

24 mg / kg 分 ● ●

/

側管 1 本 / kg ● ●

24 mg / kg 分 ● ●

/

側管 1 本 / kg ● ●

24 mg / kg 分 ● ●

/

主ルート

500 mg / ㎡ 時間 ● ● ●

/

主ルート 1 本 / body 分 ● ●

/
/

主ルート 1 本 / body ● ●

250 mg / ㎡ 分 ● ●

/

主ルート 1 本 / body 分 ● ● ● ●

/
/

5

生食50mL

点滴静注
ウロミテキサン注 5

エンドキサン開始８時間後に投与

4

生食50mL

点滴静注
ウロミテキサン注 5

エンドキサン開始4時間後に投与

投  与  量 投与時間

コース

点滴静注
2

生食500mL
エンドキサン注

閉鎖式システム使用

8

レジメン登録フォーマット
申請年月日
登録診療科
レジメン名
疾患名
適応分類
１コース日数

治療スケジュール　・　投 与 日 程 （ 投 与 日 は ● ）
薬　剤　名

MCE(D2)
血液内科

使用開始日
申請医師 西浦 化学療法委員会承認年月

（day）

平成

適応の備考
自己末梢血幹細胞移植

高度
抗がん剤投与量・投与日

催吐性リスク

非ホジキンリンパ腫

アロキシ注ﾊﾞｯｸﾞ0.75mg

持続静注
3

2

1

総コース数

ウロミテキサン注 5

エンドキサン開始と同時に投与

3

生食50mL

点滴静注

エンドキサン60mg/kg　day1-2、エトポシド500mg/㎡　day2-4、サイメリン250mg/㎡　day5-6

デキサート注6.6mg
デキサート注1.65mg

30

90

6

8 点滴静注

生食500mL
サイメリン注

エトポシド注
（エトポシドをシリンジで原液投与）

7

生食50mL 5

点滴静注

強い悪心があるため、適宜制吐剤を追加する。

・day8に自己末梢血幹細胞移植を行う。
エトポシド：DEHPフリー点滴セット使用。

【投与上の注意】

9

生食50mL 5

点滴静注


